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インターバンクの声 （2015 年 2 月 20 日） 
 

前日に発表された１月の米連邦公開市場委員会（FOMC）の議事録が、過去最

低レベルにある政策金利の早期での変更の可能性が薄れたと解釈され、発表

の直後は売られてしまったドルだったが、昨日は再び利上げ見通しに大きな

変化はないとして反発傾向に転じた。そもそも数人のハト派寄りとされる投

票権のある委員会メンバーに入れ替わった会合でもあっただけに、冷静に見

直せば突然利上げ見送りのスタンスに変わったわけではないことにも気が付

いたのだろう。この市場の反応を見ると、もうさほど注目する必要はなくな

ったとされる雇用統計だが、３月６日の発表がやはり気になるところだ。ま

た、その頃にはギリシャの債務問題も決着が付いているかも知れないが、次

回３月１８日のFOMCでいよいよ利上げ時期が図れることになりそうだ。今週

末はギリシャの金融支援の延長申請をドイツが認めるまでユーロのポジショ

ンを取ることが難しそうなので、プロの投資家も為替取引よりも株の取引に

気持ちが行ってしまっている。 
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